
三日月新知事、初の県議会で

｢選挙の後はノーサイド｣
（ 敵 も 味 方 も な し ）

集
団
的
自
衛
権
も
消
費
税
も
議
論
な
し

再
稼
働
反
対
請
願
は
不
採
択

県
議
会
も
変
わ
ら
ず
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『
県
民
が
第
一
』
の
県
政
を

日
本
共
産
党
県
議
の
復
活
で

知
事
選
後
初
の
７
月
定
例
県
議
会
で
、

三
日
月
大
造
新
知
事
は
自
民
党
の
攻
撃

に
、「
選
挙
が
終
わ
っ
た
ら
ノ
ー
サ
イ
ド
」

と
述
べ
ま
し
た
。「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
と
は
、ラ

グ
ビ
ー
の
「
試
合
終
了
後
は
敵
も
味
方
な

し
」の
意
味
で
す
。

県
民
の
利
益
第
一
で
各
党
が
協
力
す

る
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
知
事
は
土
木

費
増
額
を
要
求
す
る
自
民
党
に
「
協
力
」

を
求
め
、
原
発
再
稼
働
や
「
凍
結
」
中
の
大

戸
川
ダ
ム
は
「
国
が
最
終
的
に
決
定
す

る
」
と
い
い
、「
今
後
も
ご
意
見
を
」
と
迎

合
し
ま
し
た
。

県
議
会
提
供
の
「
県
議
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
」
も
、「
知
事
選
で
は
国
政
批
判
に
力
を

入
れ
た
が
、
知
事
に
な
っ
て
協
調
に
変
わ

り
ま
し
た
」
と
指
摘
す
る
ほ
ど
で
す
。

土
木
費
の
増
額
は
新
名
神
高
速
道
路

の
延
伸
、
リ
ニ
ア
や
北
陸
新
幹
線
「
米

原
ル
ー
ト
」
、
新
幹
線
新
駅
な
ど
を
念
頭

に
置
い
た
答
弁
で
す
。
知
事
は
所
信
表

明
で
、
集
団
的
自
衛
権
や
消
費
税
増
税
、

環
太
平
洋
連
携
協
定
（T

P
P

）
な
ど
、

県
民
の
重
大
問
題
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

議
会
も
国
政
の
重
大
問
題
を
棚
上
げ

し
ま
し
た
。
県
民
か
ら
出
さ
れ
て
い
た

原
発
再
稼
働
反
対
や
、
「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
撤
回
を
求
め
た
請
願
は
、
自
民
、

公
明
な
ど
が
反
対
し
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

知
事
選
で
「
自
民
党
よ
り
ま
し
な
三

日
月
氏
に
」
と
考
え
た
人
た
ち
の
期
待

は
、
初
議
会
か
ら
裏
切
ら
れ
ま
し
た
。

杉本
としたか
湖北町今西在住。県漁
業調整委員。61歳

県政レポート

ふしき
みちよ

逢坂在住。党中央委員、

党県副委員長。56歳

きのせ
明子

若葉台在住。大津市議、

党地区委員。31歳

日本共産党は来春の県議選で4年前に失った議席を回復

し、過密化する特別支援学校の新設、住宅リフォーム助成、中

学校卒業まで医療費無料化など、暮らし第一の県政、集団的

自衛権容認の閣議決定撤回や原発再稼働反対、消費税10％

を許さない、県民の命第一の政治をめざします。オール与党

を、県民本位の県議会に。全力を尽くします。

大津市区（定数10）

長浜市区（定数４）

裏面 も ご覧 く だ さ い



滋賀から安倍内閣にレッドカードを
若
者
に
血
を
流
せ
と
い
う

集
団
的
自
衛
権
容
認
の
暴
挙

安
倍
内
閣
は
、
日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
国
を
守
る
こ
と
が
苦
役

だ
と
い
う
よ
う
な
国
は
、
国
家
の
名
に
値
し
な

い
。
徴
兵
制
が
ど
れ
い
的
苦
役
だ
と
す
る
議
論
に

は
賛
成
し
か
ね
る
」（
自
民
党
石
破
茂
幹
事
長
）

と
い
う
よ
う
に
、
徴
兵
制
に
も
行
き
つ
く
道
で

す
。「
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」
中
止
、
憲

法
９
条
生
か
す
平
和
日
本
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
８
％
を

％
に
す

１０

る
と
い
う
暴
挙

消
費
税
８
％
増
税
で
、
国
内
総
生
産
（G

D
P

４

-

６
月
期
）
が
年
率
で
６
・
８
％
減
と
い
う
大
打

撃
。
安
倍
内
閣
は
、さ
ら
に

％
へ
の
大
増
税
を

１０

計
画
し
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
に
使
う
と
い
っ

て
、
大
企
業
の
法
人
税
引
き
下
げ
に
つ
か
い
、
赤

字
企
業
に
も
税
金
を
か
け
る
「
外
形
標
準
課

税
」
拡
大
も
検
討
中
で
す
。
暮
ら
し
破
壊
の
「
逆

立
ち
」
経
済
を
た
だ
し
、
暮
ら
し
第
一
で
日
本
経

済
を
再
生
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
バ
ス
な
く
て
も
原
発
は
再
稼
働
と
い
う
暴
挙

10月19日（日）
午前10時～

大津市・膳所公園
協力券はお近くの

党員・党事務所に

主催/実行委員会

首相としてあるまじき憲法違反行為 政府に都合のよい

ように憲法解釈の変更を閣議決定で行うというのは、一国の首相

としてあるまじき憲法尊重擁護義務（憲法第99条）に反する行為

であり、立憲主義に根本から違反する行為である。そして、本閣議

決定は、恒久平和主義（憲法前文・第9条）に反するので、憲法の最

高法規性（憲法第98条）により、効力を有しないと断ずるべきもの

である。 （滋賀弁護士会会長声明から 7月15日）

滋賀が戦争の足場、断じてごめん 滋賀県には大津市、高

島市に３つの自衛隊基地があります。今津駐屯地からは、アメリカ

のイラク侵略戦争に分かっているだけで２回（２００５年２月、５月）、１

６人の自衛隊員が派兵されました。これまでは「武力行使をしては

ならない」「戦闘地域に行ってはならない」という憲法上の歯止め

がありました。集団的自衛権の行使容認でこれがなくなれば、滋

賀の若い自衛隊員が「殺し、殺される」立場に立たされてしまいま

す。滋賀が「戦争する国」の足場になるなど断じてごめんです。

（三井寺長吏や学者、文化人、元自衛隊員ら17氏アピールから 8

月3日）

大不況必至、10％も身銭きれない このような中で消費

税の10％増税を許せば、戦後最大の１３・５兆円もの負担が国民生

活を襲い、経済の60％を占める個人消費は一層冷えこみ大不況

は必至です。リストラや就職難が一層進み、格差と貧困がさらに広

がります。消費税を転嫁できない中小業者は10％も身銭を切るこ

とができず商売がやっていけなくなり、地域経済がさらに疲弊し

ます。さらに東日本大震災の避難・復興さなかでの消費税増税は

絶対にすべきではありません。弱者ほど負担が大きい消費税増税

は絶対に避けるべきです。（こんな時に増税やめて！ 消費税増税

中止滋賀県民集会アピールから 2013年６月16日）

日
本
共
産
党
の
山
下
よ
し
き
参
院
議
員
は
６
月

日
、
内
閣
委
員
会
で
、
滋
賀
県
の
原
発
事
故
の
避

１９難
計
画
に
つ
い
て
質
問
。
５
、３
３
４
台
の
バ
ス
が
必

要
だ
が
、１
割
の
５
０
５
台
の
計
画
に
し
て
も
困
難

だ
と
嘉
田
知
事
も
述
べ
た
と
指
摘
。「
政
府
と
電
力

事
業
者
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
田
中
俊
一
委
員
長
は
、「
県

の
予
測
は
北
風
が
吹
く
よ
う
な
影
響
が
大
き
く
な

る
日
を
選
ん
で
い
る
」
と
非
難
し
、
山
本
一
太
担
当

大
臣
は
、「
地
域
防
災
計
画
は
、
自
治
体
が
判
断
を

す
る
こ
と
だ
」
と
突
っ
ぱ
ね
ま
し
た
。

山
下
氏
は
避
難
計
画
の
策
定
は
、
国
が
自
治
体
に

押
し
つ
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
批
判
。「
再
稼
働

ば
か
り
熱
心
で
安
全
に
は
責
任
負
わ
な
い
今
の
安

倍
内
閣
に
原
発
の
問
題
を
扱
う
資
格
は
な
い
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。




